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研究内容 
［１］豪雨時を想定した河川堤防の安全性評価 

近年、豪雨による河川堤防の決壊が頻発している。
河川堤防は自然土を盛土することで建設されること
がほとんどであるため、地盤内部では力学特性（強度
や透水性など）に空間的なばらつきが生じているこ
とが考えられる。また、降雨や河川の浸透により土砂
が移動する（内部侵食）も堤防の弱部形成につながる
恐れがある。本研究では、河川堤防の縮尺模型を作製
し、さまざまな降雨や洪水条件のもと実験を行い、堤
防の経年変化メカニズムの解明やその評価方法の提
案を行っている。 

河川堤防の模型実験と画像解析による変形挙動評価 

 

［２］地盤の微視的力学および可視化手法の提案 
地盤の力学挙動を正確に予測するためには、外力

が作用した際に、土の中で何が起きているのかを詳
しく調査することが求められる。しかし、土の内部
を観察することは困難であるため、模型実験や基準
化された力学試験、または数値解析で得られた結果
から総合的に判断しなければならない。本研究では、
近年発展してきた実験技術や画像解析技術を活用
して地盤内部を直接観察することにより、地盤材料
の微視的力学に基づいて理論展開につなげていく。 

 

地盤材料内部の可視化（左：供試体の X線 CT 画
像、右：透明材料にレーザーを照射） 

 

［３］メタンハイドレート含有地盤の力学特性およ
び構成モデルの開発 

世界各地で確認されているメタンハイドレートは、
次世代の天然ガス資源として期待されている。しか
し、メタンハイドレートを回収する際に様々な地盤
工学現象が生じることが予想されるため、メタンハ
イドレート含有地盤の力学特性評価および高精度
なシミュレータの開発が求められている。本研究で
は、人工的に土の中にメタンハイドレートを生成し、
種々の力学試験を行っている。そして、実験結果に
基づいた構成モデルの開発を行い、シミュレータの
高度化につなげていく。 
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